
④ 

情
報
収
集
の
自
動
化
に
よ
る

運
用
負
荷
の
軽
減

⑤ 

将
来
的
な
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
事
業
や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
等
へ
の

展
開

　

こ
れ
ら
項
目
に
対
応
す
る
た

め
に
既
存
設
備
ベ
ン
ダ
ー
に
は
拘

ら
ず
ベ
ン
ダ
ー
選
定
を
行
っ
た
結

果
、
ケ
ー
ブ
ル
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
始
め
と
す
る
地
上

テ
レ
ビ
局
に
於
い
て
も
、
デ
ー
タ

放
送
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト

関
連
で
多
く
の
実
績
を
持
つ
メ

デ
ィ
ア
キ
ャ
ス
ト
を
選
定
し
た
。

　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
検
討
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
営
業
開
発
部
主
任
の

柴
田
耕
一
郎
氏
は
、「
こ
れ
ま
で
、

利
用
者
や
情
報
提
供
者
（
自
治

体
や
地
域
団
体
な
ど
）
か
ら
様
々

な
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例

え
ば
写
真
（
画
像
）
を
載
せ
て
欲

し
い
と
か
、
外
出
先
で
も
利
用
出

来
な
い
か
？
と
い
っ
た
要
望
で
す

が
、
帯
域
面
や
操
作
性
へ
の
影
響

な
ど
、
テ
レ
ビ
に
よ
る
デ
ー
タ
放

送
で
の
限
界
を
痛
感
し
て
い
ま
し

た
。
一
方
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
端
末
が
急
速

に
普
及
し
て
お
り
、社
内
で
は〝
こ

の
時
代
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
い

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

地
域
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
を
狙
う

の
か
？
〞
と
い
う
意
見
も
多
く
挙

が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

ま
で
デ
ー
タ
放
送
用
に
集
め
て
き

た
地
域
情
報
と
い
う
財
産
を
ベ
ー

ス
に
、
こ
れ
ら
端
末
の
特
性
を
活

か
す
事
で
、
今
ま
で
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
出
来
る
の
で
は
？
と
考
え
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
イ
コ
ン
を
共
通

化
す
る
こ
と
で
、
地
域
ポ
ー
タ
ル

ア
プ
リ
と
し
て
一
気
に
普
及
さ
せ

る
ケ
ー
ブ
ル
の
優
位
性
と
、
将
来

の
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
事
業
へ
繋
げ
る
事
も

念
頭
に
お
き
ま
し
た
。」

　

ケ
ー
ブ
ル
ワ
ン
の
新
デ
ー
タ
放

送
は
、メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ス
ト
の
「
Ｄ

ａ
ｔ
ａ
Ｃ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ 

Ｍ
３
」
を

ベ
ー
ス
に
２
０
１
５
年
７
月
か
ら

開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で
社
内
や
情

報
提
供
者
（
自
治
体
、
小
中
学

校
、
公
民
館
、
医
師
会
な
ど
）
の

情
報
入
力
は
手
動
で
行
っ
て
き
た

が
、「
Ｄ
ａ
ｔ
ａ
Ｃ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ 

Ｍ

ア
イ
コ
ン
の〝
オ
ー
バ
ー
レ
イ

表
示
機
能
〞に
注
目

　

ケ
ー
ブ
ル
ワ
ン
が
デ
ー
タ
放
送

を
開
始
し
た
の
は
２
０
１
０
年
４

月
、
数
多
い
デ
ー
タ
放
送
実
施
局

の
中
で
も
早
い
時
期
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
行
政
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
、
災
害
情
報
な

ど
数
多
く
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供

し
て
き
て
お
り
、
デ
ー
タ
放
送
に

関
す
る
経
験
は
豊
富
で
、
多
く

の
地
域
情
報
が
蓄
積
さ
れ
、
地

域
団
体
と
の
繋
が
り
も
深
め
ら

れ
た
。
そ
の
反
面
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
対
す
る
デ
ー
タ
放
送
の
限
界

や
、
ス
マ
ー
ト
端
末
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

の
急
速
な
普
及
、
そ
し
て
今
後
の

コ
ミ
チ
ャ
ン
価
値
向
上
の
布
石
を

含
め
た
課
題
も
多
く
、
２
０
１
５

年
春
の
デ
ー
タ
放
送
設
備
更
新

を
機
に
本
格
的
な
対
応
策
を
検

討
し
始
め
た
。

　

そ
の
中
で
重
要
項
目
と
し
て

挙
げ
た
の
が

① 

共
通
ア
イ
コ
ン
に
よ
る
ス
マ
ー

ト
端
末
（
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
）と
の
連
携

② 

各
端
末
の
特
性
を
活
か
し
た

機
能
と
、
既
存
メ
デ
ィ
ア
と
の

融
合

③ 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
、
デ
ー

タ
放
送
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
連
携

今
ま
で
の
デ
ー
タ
放
送
の
経
験
を

今
後
に
活
か
す
サ
ー
ビ
ス
を
模
索

佐賀県武雄市の㈱ケーブルワン（代表取締役社長・大野　裕志氏）では、過去5年間でのデータ放送の経験と利
用者ニーズ、そして地域情報の蓄積を活かし、「データ放送次世代サービス」と称して第2ステージへ踏み出し
た。その第一弾がデータ放送とスマート端末（スマホ・タブレット）との連動による「地域情報アプリ」や、フェ
イスブックなどのSNS連携などで、コミチャン価値向上化に向けたデータ放送を基軸としたICTによる地域貢
献サービスが注目されている。

ケーブルワンの局舎

「ケーブルワン」の
データ放送次世代サービス!!

「データ放送＋スマホ」連携による
新たな地域貢献サービスに挑戦！！

▲新システムの検討メンバーである
営業開発部主任の柴田耕一郎氏。
「コミチャンの総合力と放送と通信
機能（ICT）を活かしたサービスを通
じて新たな地域貢献を果たしたい」



　

ス
マ
ー
ト
端
末
（
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
）
へ
の
対
応
は
、
２
０

１
５
年
12
月
に
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ

版
、
翌
年
２
０
１
６
年
１
月
に
ｉ

Ｏ
Ｓ
版
の
ア
プ
リ
を
リ
リ
ー
ス
し

た
。
ｉ
Ｏ
Ｓ
用
の
ア
プ
リ
で
は
Ａ

ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
社
の
認
定
が
ハ
ー
ド
ル

に
な
る
事
が
多
い
が
、
当
ア
プ
リ

を
開
発
し
た
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ス
ト

は
ｉ
Ｏ
Ｓ
用
ア
プ
リ
開
発
の
経
験

も
豊
富
な
事
か
ら
、
比
較
的
容

易
に
リ
リ
ー
ス
出
来
た
と
い
う
。

　

現
在
の
ア
プ
リ
は
12
の
ア
イ
コ

ン
（
緊
急
災
害
、
防
災
カ
メ
ラ
、

く
ら
し
、
医
療
、
ニ
ュ
ー
ス
、
学

校
、
武
雄
市
（
行
政
）、
公
民
館
、

避
難
所
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、ケ
ー

ブ
ル
ワ
ン
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
避
難
所
情
報
は

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
表
示
す
る
な

ど
、
デ
ー
タ
放
送
に
は
な
い
、
ス

マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
デ
バ
イ
ス

特
性
を
活
か
し
た
「
地
域
情
報

ア
プ
リ
」と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
下
部
の
ラ
ン
チ
ャ
ー
部

分
に
は
〝
じ
も
テ
レ
〞
や
ケ
ー
ブ

ル
ワ
ン
の
〝
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
動
画
〞（
地

域
Ｖ
Ｏ
Ｄ
）
に
も
リ
ン
ク
さ
れ
て

お
り
、「
海
外
や
国
内
の
出
張
先

（
県
外
に
住
ん
で
い
る
人
）か
ら
ス

共
通
ア
イ
コ
ン
と
端
末
特
性
を

活
か
し
た
機
能

マ
ホ
で
武
雄
の
こ
と
が
わ
か
る
の

で
非
常
に
便
利
だ
と
い
う
声
を

頂
き
ま
す
。
現
在
、
ア
プ
リ
の
使

用
料
は
無
料
で
す
が
、
今
後
は

有
料
化
可
能
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
育

て
た
い
。」（
柴
田
氏
）

　

今
後
、
強
化
し
た
い
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
ア
プ

リ
の
特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
た

「
プ
ッ
シ
ュ
通
知
」
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
。
こ
の
機
能
は
、
利
用
者
が
ア

プ
リ
を
起
動
し
て
い
な
く
と
も
ス

マ
ー
ト
端
末
に
情
報
を
配
信
す
る

こ
と
が
で
き
る
機
能
で
、「
現
在
、

火
災
情
報
や
気
象
警
報
、
防
災

行
政
無
線
情
報
等
の
更
新
を
通

知
し
て
い
ま
す
。
行
政
、
公
民

館
、
小
中
学
校
を
、
任
意
で
の

プ
ッ
シ
ュ
通
知
が
可
能
な
権
限
者

と
し
、
デ
ー
タ
放
送
と
共
用
の
Ｃ

Ｍ
Ｓ
で
、
各
担
当
者
が
、
セ
レ
ク

ト
ボ
ッ
ク
ス
に
て
プ
ッ
シ
ュ
通
知

の
選
択
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
連
携
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
項
目

更
新
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、

加
入
者
に
は
視
聴
を
促
し
、
未

加
入
者
に
は
加
入
を
促
す
機
能

と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
常
時
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
告

知
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

プ
ッ
シ
ュ
通
知
機
能
で
、

防
災
意
識
や
視
聴
促
進
を
強
化

３
」は
、ほ
ぼ
全
て
の
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
か
ら
自
動
で
取
得
出

来
る
事
か
ら
、
運
用
負
荷
の
大
幅

な
軽
減
が
実
現
し
て
い
る
。

　

柴
田
氏
は
「
作
業
負
荷
が
軽

減
さ
れ
た
こ
と
で
、
掲
載
す
る
情

報
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
情
報
の
更
新
も
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
る
な
ど
の
点

が
今
回
の
リ
プ
レ
イ
ス
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
で
す
。」
と
言
う
。
ま
た

オ
ー
バ
ー
レ
イ
表
示
に
よ
る
高
齢

者
に
も
親
し
み
や
す
い
ア
イ
コ
ン

表
示
と
、
情
報
発
信
連
動
（
新
着

情
報
）や
時
間
連
動（
天
気
、警
報・

注
意
報
）
に
よ
る
自
動
表
示
、
そ

し
て
何
よ
り
も
コ
ミ
チ
ャ
ン
を
時

計
代
わ
り
に
出
来
る
時
刻
表
示

や
、
カ
ラ
ー
ボ
タ
ン
操
作
だ
け
で

〝
お
悔
や
み
情
報
〞
へ
一
発
遷
移
す

る
機
能
も
好
評
の
よ
う
だ
。

ら
、
販
促
や
新
た
な
広
告
媒
体

と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。」（
柴

田
氏
）と
い
う
。

　

今
回
紹
介
し
た
ケ
ー
ブ
ル
ワ
ン

の
「
デ
ー
タ
放
送
次
世
代
サ
ー
ビ

ス
」
は
、
コ
ミ
チ
ャ
ン
の
デ
ー
タ

放
送
を
起
点
と
す
る
こ
と
で
、
ス

マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
連
動
を
始

め
、将
来
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
」
に
も
対

応
で
き
る
事
を
念
頭
に
置
い
て

お
り
、
テ
レ
ビ
の
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
入
力

切
替
え
を
す
る
他
の
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ

ｉ
ｄ
ベ
ー
ス
の
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ

サ
ー
ビ
ス
と
は
一
線
を
画
し
て
い

る
。
今
ま
で
培
っ
て
き
た
〝
地
域

情
報
〞
と
〝
テ
レ
ビ
〞
を
ケ
ー
ブ

ル
の
軸
足
と
し
、
各
時
代
に
適
し

た
ス
マ
ー
ト
端
末
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
を
う
ま
く
利
用
し
て

い
く
事
が
、
今
後
の
ケ
ー
ブ
ル
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
だ
。

コ
ミ
チ
ャ
ン
を
起
点
と
す
る
事
が

今
後
の
ポ
イ
ン
ト

当社は、5/9（月）付で下記に
事務所移転いたします。

株式会社メディアキャスト
http://www.mcast.co.jp/

● 新住所：〒141-0022
 東京都品川区東五反田5-25-16
 HF五反田ビルディング3階
● 新TEL：03-5449-6701

▲オーバーレイ機能を駆使したケーブルワンのコミチャン
トップ画面。コミチャンを選択すると自動的にアイコンが
表示され、無操作の場合30秒で消える。

▲スマホの地域情報アプリの
トップ画面。12のアイコンと共
に、ランチャー部分には4つの
HPリンクアイコンで構成され
ている。情報が更新されるとア
イコン上に「NEW」の表示が。

▲緊急情報やニュース、ケーブルワンからのお知らせ等のプッシュ通知
画面。今後はクライアントからのプッシュ通知を受け入れるなど新規ビ
ジネスの拡大(開発)が期待される。

スリープ画面へ
プッシュ通知

情報画面へ
遷移

ランチャーエリア

33 2016.5

広告


